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｢総合戦略（～2019）｣の総仕上げ ～更なる好循環へ～

Ｈ３１．１．３１ ＳＤＧｓ全国フォーラム２０１９

項 目

１ 我が国の人口状況
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２ 徳島県の人口ビジョン

４ 「総合戦略(～2019)」の総仕上げ ～更なる好循環へ～

▶【基本目標３】子育て ～結婚・出産・子育ての環境づくり～

３ 「産学官金労言」で推進！「地方創生“挙県一致”協議会」

▶【基本目標４】まち ～活力ある暮らしやすい地域づくり～

▶【基本目標１】ひと ～新しい人の流れづくり～

▶【基本目標２】しごと ～ 地域における仕事づくり ～

５ 市町村版「総合戦略」の“総仕上げ”を支援！

▶ 特記 ＳＤＧｓの推進による「地方創生」の深化
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～ 「一億総活躍社会」と「地方創生」 ～

更なる「地方創生」の加速が不可欠！だからこそ・・・

（１）人口減少の進行

■人口移動の状況（総務省「住民基本台帳人口移動報告平成３０年結果」）

➢東京圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）は１３万９，８６８人（外国人含む）の転入超過で、
東京一極集中が“大幅に加速” ※東京圏への転入超過は“２３年連続”

「人口減少の克服」や「東京一極集中の是正」は“待ったなし”の状況

（２）加速する「東京一極集中」

徳島県（左軸） 全国（右軸）

１ 我が国の人口状況

■人口の推移
（平成27年国勢調査：平成27年10月1日現在）

※総人口が減るのは
調査開始以来初

➢我が国の総人口は
１億２，７０９万５千人で、
Ｈ２２（前回）比で９６万３千人（0.8%）減

➢大阪府も戦後初めて減少局面へ

➢本県は前回比２９，７５８人（3.8%）減の
７５５，７３３人に

➢転入超過数は、前年比１万４，３３８人増加（H29年は前年比1,911人増加）

２ 徳島県の人口ビジョン

直近状況

【社会動態】
転出超過を解消
２０２０年 ： 転入・転出を均衡
２０２５年以降、転入超過を目指す

【自然動態】
合計特殊出生率の上昇
２０２５年 ： １ ．８０へ
２０３０年 ： ２．０７へ

2060年への
“挑戦は続く”
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（１）とくしま人口ビジョン

785,491人
(H22国調)

755,733人
(H27国調)

H31.4.1現在
731,069人

（徳島県推計人口）

2060年目標の推計条件

自然動態

社会動態

Ｈ７年（1.52）以来
２０年ぶりの「１．５台」
を４年連続で維持

転出超過数(年度・人)は
H29･1,883 → H30･1,923
で、前年度からは
４０人（2.1%）拡大

※徳島県推計人口月報

※平成30年厚労省「人口動態
統計」速報値（6月7日公表）

○進学・就職等を機とした
社会減は継続しており、
Ｈ30年度の転出超過幅は微増

○２０１８年の本県の
合計特殊出生率は｢１．５２｣
前年比０．０１ポイント上昇

※全国は前年から0.01ﾎﾟｲﾝﾄ
低下し１．４２



（２）県内市町村の「人口ビジョン」

➢ 県内全２４市町村が策定した「人口ビジョン」における
「人口目標」を積み上げると、
２０６０年の合計人口は「６３万５００人」※

※２０４０年を対象期間とする
４市町（三好市・上勝町・北島町・上板町）の目標値を２０６０年も据え置いた場合

スタートダッシュとなる５年間の取組みを“挙県一致”で！スタートダッシュとなる５年間の取組みを“挙県一致”で！

▶ 県の「人口目標」

６３万５００人

▶ 市町村の「人口目標」の合計

６０～６５万人超

２０６０年に向け、県及び市町村が同じ方向性！
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３ 「産学官金労言｣で推進！「地方創生“挙県一致”協議会」

「産学官・金労言」の各界代表者からなる
「地方創生の実現」に向けた取組みの推進母体（委員３６名）
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「地方創生“挙県一致”協議会」や
県議会による論議、県民意見を聴取の上、計画策定

ＰＬＡＮ（計画・改訂）

「総合戦略」に示した具体的な施策・事業を遂行

ＤＯ（実施）

外部有識者による評価結果を踏まえ、
施策の見直しや「総合戦略」の改訂

ＡＣＴＩＯＮ（改善）

担当課による自己点検・評価及び
「県政運営評価戦略会議」による第三者評価

ＣＨＥＣＫ（評価）

総
合
戦
略
を
推
進

○「総合戦略」のＨ２７～２９年度の取組等に係る
評価結果を踏まえた改善見直し

※評価結果（主要事業１３１事業）
・Ａ（順調） ９９事業（７５．６％）
・Ｂ（概ね順調） ２３事業（１７．５％）
・Ｃ（要見直し） ９事業（ ６．９％）

「ＫＰＩ」を基に、「ＰＤＣＡサイクル」による検証と改善を実施

地方創生“挙県一致”協議会 （ H27.1.30発足）

【主な役割】
➢「地方版総合戦略」の推進
➢「『住んでみんで徳島で！』県民会議」の行動
➢ 国へのタイムリーな政策提言 等

令和元年・総仕上げを
挙県一致で推進！

H30.2.8：徳島県庁

働き方改革の一環として、
「ペーパレス会議」にて実施！



４ 「総合戦略(～2019)」の総仕上げ ～更なる好循環へ～

● 雇用創出数：５年間で４,０００人

２ しごと

「総合戦略」策定後の情勢の推移を踏まえ、

新たな施策・事業を追加・拡充！
“進化する”
総合戦略！！

【KPI】 １７１

20追加 → １９１へ「ＰＤＣＡサイクル」による検証と改善！

４ まち

● 徳島版地方創生特区：５年間で１０区
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▶ 2015～2017年度：２，０５８人

● 希望出生率(１.８)を叶える（2025年）
目 標

ｖｓ東京「とくしま回帰」総合戦略【2015～2019】

令和元年
７月改訂

３ 子育て
目 標

東京一極
集中是正！

人口減少
の克服！

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

日
本
創
生
へ
！

目 標目 標
１ ひと

▶ 2018年度：１，９２３人転出超過

● 転入・転出者数 ： 1,723人の転出超過
(2015.4.1) ⇒ 均衡へ(2020年）

「若者回帰」に向けた洋上セミナーの開催 ＬＥＤプロジェクションマッピング

農村舞台１００年ぶりの復活

好循環

▶ 現在：７区

とくしま在宅育児応援クーポン

▶ 2018年：１．５２

一億総活躍社会の実現 日本創生へ地方創生の加速

令和元年度 地方創生関連予算【５０６億円】

～「ｖｓ東京『とくしま回帰』総合戦略」の総仕上げ～

平成３０年度２月補正 １８億円
骨格予算 ４１８億円
肉付け予算 ７０億円

対前年度
１７億円増

「未知なる世界」に挑戦する４本柱
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（注）記載事項は主なものであるため、合計額は一致しない。

新

まち

しごとひと

子育て
結婚・出産・子育ての環境づくり 活力ある暮らしやすい地域づくり

新しい人の流れづくり 地域における仕事づくり
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新

新

新

新

新
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地方大学・地域産業創生事業
とくしま産学官連携プラットフォーム形成推進事業
Road to 2020!「vs東京」実践加速事業
「AWA TURN」躍進プロジェクト
働き方・ビジネスを変える！徳島ワーク新次元展開事業
新たな地域づくりの担い手！｢徳島ファン｣創出加速化事業
とくしま林業アカデミー運営支援事業
とくしま漁業アカデミー運営事業
「とくしま・移住・ＤＩＹ」空き家利活用促進事業
みなみで総活躍！まち・ひと・しごと次代承継事業
にし阿波型ワーケーション強化発信事業
二地域居住を加速する｢デュアルスクール」実証事業

1,370,000千円（政創）
11,050千円（政創）
33,000千円（政創）
50,000千円（政創）
14,800千円（政創）

5,000千円（政創）
45,000千円（農林）
24,400千円（農林）

3,900千円（県土）
13,000千円（南部）

7,000千円（西部）
6,335千円（教育）

10,000千円（政創）
455,000千円（県環）

53,200千円（商労）
70,000千円（商労）
74,000千円（商労）
24,000千円（商労）
15,000千円（農林）
31,400千円（農林）
90,400千円（農林）

115,800千円（県土）
29,000千円（南部）
39,000千円（西部）

とくしまＩｏＴ・ＡＩ等ソリューション実装事業
世界とつながる３大国際スポーツ大会・キックオフプロジェクト
次世代“光”産業創生事業
「Visit Tokushima」千客万来事業
クリエイティブ産業育成事業
「阿波藍」魅力創造発信プロジェクト
「阿波ふうどツーリズム」食の魅力発信事業
「阿波地美栄」魅力発信・消費拡大パワーアップ事業
「とくしま農林水産物等海外輸出戦略」推進事業
新未来航空ネットワーク形成事業
文化・スポーツ魅力創造事業
インバウンドで飛躍「桃源郷にし阿波」魅力強化事業

新次元の消費者行政・消費者教育実装促進事業
「挙県一致」消費生活安心プロジェクト
消費生活センター「戦略拠点機能」強化事業
未知への挑戦！「とくしま回帰」交付金
外国人材による地域おこし活動推進事業
健康長寿・人生100年時代への挑戦

「打糖!!糖尿病」応援推進事業
とくしま農福連携ネットワーク加速化事業
障がい者スポーツ交流支援事業
地域とつなぐ！在住外国人支援事業
新未来創造・高校生育成プロジェクト
18歳！新成人への学びプログラム事業
Tokushima英語村プロジェクト エンジョイ！コミュニケーション事業
発達障がい「つながる・ひろがる・はばたく」充実事業

41,500千円（危機）
52,800千円（危機）

153,500千円（危機）
39,000千円（政創）
39,500千円（政創）

32,800千円（保福）
5,000千円（保福）
6,075千円（保福）

25,100千円（商労）
9,600千円（教育）

16,200千円（教育）
14,200千円（教育）

9,800千円（教育）

子ども・子育て支援新制度推進交付金事業
阿波っ子はぐくみ保育料助成事業
認定こども園整備事業費補助金
とくしま在宅育児応援クーポン事業
子育て支援サービス基盤強化事業
子どもの居場所づくり推進事業
女性活躍ステージアップ事業
アクティブ・シニア保育現場就労促進事業
柔軟な働き方「テレワークするんじょ！」事業
すだちくんハローワーク運営事業
企業主導型事業所内保育施設開設サポート事業
徳島版マイスター制度ステップアップ事業

84,140千円（県環）
270,000千円（県環）
620,801千円（県環）

50,000千円（県環）
4,000千円（県環）
8,500千円（県環）
4,300千円（県環）

18,610千円（県環）
23,000千円（商労）
15,800千円（商労）

3,300千円（商労）
15,000千円（商労）

新

新
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●「情報発信」→「移住相談」→「魅力実感」→「移住実現」
の各ステージにおける“切れ目のないサポート”を充実・強化

●若者目線の情報発信：
県内外の大学生・高校生を「アンバサダー」に委嘱

●体験型見学会の実施や地域とファンとのマッチング支援により
新たな地域の担い手「徳島ファン」の創出・拡大

【■移住者数：H25・80人 → R1・1,600人】 H30：1,402人

●主な施策【■重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

●農林水産各分野のアカデミーの再構築による
「とくしま農林水産未来人材スクール」を開設

●農林水産業を目指す若者、女性、アクティブシニア、
障がい者等のキャリア形成とスキルアップ支援

【■農林水産業新規就業者数（５か年の累計）：
H25・149人 → R1・1,487人】

H29 ： 879人

【基本目標１】ひと ～新しい人の流れづくり～

※枠内は施策の進捗状況

Ｒ１年度 → 「若者目線」での情報発信、移住者の就業・起業支援など施策の更なる充実・強化！

Ｒ１年度 → 農林水産業の成長産業化と人材育成・確保対策を一層強化！ 9

（ア）住みたい・働きたい「とくしま回帰」の加速

➢ 農林水産業にチャレンジする新規就業者の拡大

➢ 移住交流の推進・「徳島ファン」の創出・拡大

H30 とくしま回帰洋上セミナー徳島ファンによる協働実践活動

とくしま農林水産未来人材スクール

かんきつアカデミー 林業アカデミー

漁業アカデミー農業大学校

●地域経済を支える産業人材を確保するため、
県内企業に一定期間就業した際に、奨学金の返還を支援

【■奨学金返還支援制度を活用した県内就職者数：H25・（-） → R1・130人】

●サテライトオフィス進出企業(13市町村65社)の取組み支援
●コワーキングスペースを核とした「ビジネス創出」支援や

人材育成による多様な「人材集積と交流促進」

【■コワーキングスペース利用者数の拡大：
H29・1,500人 → R1・1,900人】

➢ 若者の地元定着促進

H29 ： 124人

10Ｒ１年度 → 産学官連携や東京圏大学との相互対流・還流による取組みを強力に展開！

●消費者庁等の「徳島への全面移転の実現」
に向けた取組みを“挙県一致”で推進
【■政府関係機関の

本県への誘致：H27提案】 H30 ： 推進

（イ）「とくしま回帰」を呼び込む拠点機能の強化

Ｒ１年度 →「新次元の消費者行政・消費者教育」徳島モデルを全国発信！

（ウ）若者の「とくしま回帰」を生み出す大学等の活性化

Ｒ１年度 → サテライトオフィスの「新次元展開」の深化を図る！

➢ サテライトオフィスのさらなる展開

➢ 政府関係機関の地方移転を推進

H29 ： 1,500人 映画「波乗りオフィスへようこそ」

H31.4.18 「徳島県奨学金返還
支援サポート企業」認証書交付式

H31.1.30 消費者庁の徳島移転要望活動

H31.3.14. 消費者庁作成教材「社会への
扉」を活用した授業実践報告会

対象を短大、専修学校生（専門課程）まで拡大

H30.5.19 あなんスマート・ワーク
オフィスオープニングセレモニー



●「ＬＥＤ」と「光ブロードバンド環境」の「２つの光」を
活用し、情報通信関連産業等の集積により地域活性化を図る

●海外大規模展示会、東京常設展示場などで強力にＰＲ

H30 ： 251社

●主な施策【■重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

●東京オリンピック・パラリンピックにおける
事前キャンプ誘致や食材供給を通じ、
本県農畜水産物の認知度向上、販路拡大を推進

●ＩｏＴやＡＩ等の先端技術を活用し、
超省力化や高品質生産等を可能にする技術開発と
現場への実装を推進

【■農水省ＧＡＰガイドライン準拠以上の
認定件数：H25・14件 → R1・50件】

➢ もうかる農林水産業の推進

H30 ： 40件

【基本目標２】しごと ～ 地域における仕事づくり ～

Ｒ１年度 → 意欲的な取組みを後押しし、本県農林水産業の成長産業化を加速！
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Ｒ１年度 → 本県の優れた立地環境と、県内企業の高い技術力を世界に向けて発信！

➢「２つの光＋α」がリードする地域イノベーションの加速

【■クリエイティブ関連企業数：
H25・161社(者) → R1・270社(者)】

「とくしま安2ＧＡＰ農産物」
優秀認定生産者

（ア）地域産業の未来に向けた競争力の強化

フランス・メゾン・エ・オブジェ2019
LED・藍関連製品「東京常設展示場」

(H30．5月リニューアル)

※枠内は施策の進捗状況

ＡＩによる熟度判定システム
（開発中）

●実践的なＩＣＴ人材の育成や地場ＩＣＴ産業の持続的な発展、
徳島を拠点としたワーキングスタイルの確立につなげるため、
「ＩＣＴ（愛して）とくしま大賞」など、効果的なＩＣＴイベントを実施

H30 ： 65件

●外国人観光誘客や対日投資の推進を図るため、
ＤＭＯ法人等との連携を強化し、
観光コンテンツの効果的なプロモーションや
受入環境を整備

【■年間の延べ宿泊者数：
H25・226万人 → R1・255万人】

【■外国人延べ宿泊者数：
H25・3.2万人 → R1・11.7万人】

（イ）戦略的な観光誘客の推進

【■ＩＣＴ（愛して）とくしま大賞
応募作品の利活用件数（５か年の累計）：
H25・（-） → R1・75件】

➢ 「訪日外国人４０００万人時代」に向けた取組み

Ｒ１年度 →「インバウンド４０００万人時代」を見据えた戦略的観光誘客を推進！

Ｒ１年度 → ＩＣＴ人材の育成と発掘に向けた取組みを展開！

（ウ）地域産業の飛躍を支える人づくり
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➢ 地域を支える産業人材の育成

H29：230万人

H29：102,810人

H31.2.15-16
「とくしまＩＣＴバザール Ｖｏｌ．４」

R1.9.8～9.16
ジョージア「事前チームキャンプ」実施

H30.12.19
徳島－香港線季節定期便就航セレモニー



●結婚支援拠点「マリッサとくしま」を核とし、
縁結びボランティア等を活用した、よりきめ細やかな結婚支援を実施

●一人一人に寄り添った適切なアドバイスを行う、
専門のアドバイザーによる個別相談会の開催

【■婚活支援応援企業・団体登録数：
H25・（ｰ） → R1・300社】 H30 ： 298社

●主な施策【■重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

【基本目標３】子育て ～ 結婚・出産・子育ての環境づくり ～

Ｒ１年度 → ｢マリッサとくしま｣を核とする結婚支援を展開加速！

●多子世帯の経済的負担を軽減するため、
「３歳から５歳の第２子」及び「第３子以降」の保育料を無料化

●子育て支援サービスを利用できる「とくしま在宅育児応援クーポン」
を交付する市町村を支援

【■多子世帯の保育所・幼稚園
「保育料無料化制度」の創設：H27創設、H30拡充】

➢ 出産・子育てを応援する

Ｒ１年度 → 子育て家庭の経済的・心理的不安感の解消に向け引き続き支援！

➢ 若い世代の結婚の希望をかなえる

（ア）ライフステージに応じた切れ目ない支援の強化
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H30 : 保育所24市町村、幼稚園18/19市町

H30.5.31 「日本創生のための将来世代
応援知事同盟サミットinみやぎ」

※枠内は施策の進捗状況

マリッサとくしま婚活イベント

●働き方の多様化に対応するため、
テレワークセンターを設置し、テレワークを普及

【■県内でテレワークを実施する事業所数（ﾄﾗｲｱﾙ実施を含む）
（５か年の累計）：H25・（ｰ） → R1・100事業所】

●全公立高校を対象に、資格取得の促進、企業見学やインターンシップの拡充を図り、
生徒の社会的・職業的自立に向けた基礎的能力の向上や勤労観・職業観を育成

【■高校におけるインターンシップの実施率（全日制・定時制）：H25・82.9% → H30・100.0%】

➢ 若い世代の正規雇用のさらなる拡大

H30 ： 100.0%

Ｒ１年度 → 受入施設の拡充等により、更なるインターンシップ実施率向上を目指す！

（イ）若い世代の正規雇用のさらなる拡大

➢ テレワーク導入による新たな働き方の「とくしまモデル」創出

（ウ）仕事と子育てが両立する働き方の実現

H30 ： 72事業所

●「徳島県版『保育助手』制度」の導入による、
アクティブ・シニアの保育現場での就労支援

【■子育て支援員の認定数（累計）：H25・（-） → R1・1,000人】

➢ 世代を超え地域で支える子育て社会の実現

Ｒ１年度 → 意欲ある高齢者の人材育成と保育現場への就労支援

14

H30.7.24 ｢とくしま藍の日｣＆
｢ﾃﾚﾜｰｸ･ﾃﾞｲ｣記念ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

Ｒ１年度 → 県内の「働き方改革」推進に向け、具体的実践を加速！

H30 ： 833人



●国想定の2040年を10年前倒しし、
「2030年」における本県「自治体行政のあり方」を検討・研究
・「圏域行政」の推進と県・市町村の「二層化の柔軟化」
・スマート自治体への転換
・新たな「公共私」相互間の協力関係を構築

●主な施策【■重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

【基本目標４】まち ～ 活力ある暮らしやすい地域づくり ～

（ア）課題解決先進地域づくりの加速
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●“全国初”となる「徳島県規制改革会議」を設置し、
「消費者目線・現場主義」による規制改革を強力に推進

●「第３次提言」に基づき、
・公務員の社会貢献型副業の促進
・農地取得下限面積の緩和（石井町）
・「徳島県子どもの居場所づくり推進会議」の設置、ガイドライン策定

Ｒ１年度 → 「消費者目線・現場主義」の更なる徹底による規制改革を推進！

➢ 地方創生の推進力となる「規制改革会議」の設置

H30 ： 推進

Ｒ１年度 → 「とくしま自治体戦略2030構想研究会（仮）」の設置

➢ 「知恵は地方にあり」の具現化

【■地方創生に関する政策提言の実現比率：H25・（-） → H30・80％】

H30 ： 80％

※枠内は施策の進捗状況

H30.9.13 徳島県規制改革会議
「第３次提言」

H31.3.26 第３２次地方制度調査会
による県内での現地調査

●子どもや高齢者、障がい者などが集う
「ユニバーサルカフェ(多世代交流・多機能型)」の普及促進
【■ユニバーサルカフェ(多世代交流・多機能型)

認定箇所数：H25・（-） → R1・14箇所】
H30 ： 12箇所

➢ 多世代交流・多機能型拠点の形成

（ウ）時代に合ったふるさとづくりの加速

Ｒ１年度 → 地域で支えあう環境の充実・拡大を図る！

●全国モデルとなる「消費者市民社会」実現に向け、ライフステージに応じ、
消費者として必要な知識が体得できるよう、県民総ぐるみで消費者教育を強力に推進
【■とくしま「消費者教育人材バンク」登録実施団体数：H25・（-） → R1：40団体】

H30 ： 32団体・個人

➢ くらし安全の実現

Ｒ１年度 → 全国に先駆けた「新次元の消費者教育」を展開！ 16

（エ）安心して暮らせる地域づくりの加速

●障がい者が高齢者に対し、日用品の移動販売や見守り活動を行う、
「障がい者が繋ぐ地域の暮らし“ほっとかない”事業」
の展開により、地域貢献活動を推進

H30 ： 12市町村【■実施市町村数：H25・（-） → R1・12市町村】

➢ 障がい者が支える社会へ

Ｒ１年度 → 実施事業者の確保と事業内容の改善・進化を図る！

（イ）多様な人材が輝く地域づくりの加速

障がい者が繋ぐ地域の暮らし
“ほっとかない”事業

H31.3.14 徳島県版ユニバーサル
カフェ認定証交付式
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▶特記 ＳＤＧｓの推進による「地方創生」の深化①

徳島版「ＳＤＧｓ」の取組み

本
県
の
成
果
を
発
信
！

さらに、令和元年度は！

カンボジア-日本友好学園
（徳島商業高校）

エシカル・カフェの運営
（吉野川高校）

ゼロ・ウェイスト
（上勝町）

しずくプロジェクト

フードハブ・プロジェクト
（(株)ﾌｰﾄﾞﾊﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

神山しずくプロジェクト
（キネストコープ社）

・2016年：リサイクル率８１％達成
・2018年：「ＳＤＧｓ」未来都市に選定
・2019年：ＮＰＯ法人理事長が

ダボス会議共同議長に！

・フェアトレード商品開発
・販売利益で教員４名の雇用を維持
・カンボジアに「食品加工場」建設
・H29ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ首相から｢勲章｣授与
・H30「内閣総理大臣表彰」受賞

・「阿波藍」の生産、加工、商品開発
そして販売までの６次産業化の
取組み

・藍染め商品や食用藍を使用した
「和菓子」「洋菓子」の商品開発

・「スクールカフェ吉野川」で
フェアトレード、オーガニック商品の
スイーツを提供

・「フードロス削減プロジェクト」
も実施

・農業と食文化を次世代に継承する
ことを目的としたプロジェクト

・「地産地食」レストラン「かま屋」の
経営運営

・山の保水力を取り戻し、豊かな自然
を次世代に継承するプロジェクト

・杉間伐材を利用した商品開発によ
り、「新たな価値」を付加

日本のＳＤＧｓモデル

を世界に発信！

SDGs全国フォーラム2019阿波藍の６次産業化
（城西高校）
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▶特記 ＳＤＧｓの推進による「地方創生」の深化②

徳島版「ＳＤＧｓ」の取組みを全国・世界に向けて強力に発信！

｢ＳＤＧｓ｣を原動力とした｢地方創生｣の加速 ⇒ ｢持続可能な社会｣の実現へ！

・消費者庁と徳島県の共催
・Ｇ２０大阪サミットのサイドイベント
・消費者問題への対処やＳＤＧｓの推進等、

各国が共通して抱える政策課題を議論

エシカル消費の推進に積極的に取り組んでいる高校生等が、
その取組に関する発表を行い、優れたものについて表彰します。

大会概要

全国募集開始 ４月１５日

参加申込締切 ６月１０日

応募書類提出締切 ８月３０日

予選（書類審査） ９月中旬

本選出場校１２校決定 ９月３０日

１２月２６・２７日
徳島県で本選開催

・環境や社会に配慮した「エシカル消費」
・食品関連事業者による「ＩＣＴ活用による食品ロス削減」

主要テーマ

10月30日
徳島市で開催



「徳島県全体で成果の好循環」を生み出すよう、引き続きしっかりとサポート！
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・ 国

５ 市町村版総合戦略の“総仕上げ”を支援！

●「とくしま回帰」交付金
（総合戦略の総仕上げに向け、
市町村や民間事業者等の意欲的な取組み
への支援を充実・強化）

●地方創生推進資金（貸付金）
（県独自で、市町村の総合戦略の推進
に資する取組みを支援）

県
●地方創生推進交付金
（地方の創意工夫を凝らした取組みを
複数年度にわたり継続的に支援）

●地方創生拠点整備交付金
（地域の観光振興や住民所得の向上等の
基盤となる先導的な施設整備を支援）

財政的支援

人的支援

情報支援

●県職員が各市町村のカウンターパートとなる
市町村とのワンストップ型の連絡相談体制（H27.1構築）

●市町村の希望に応じ、総合戦略の「ＰＤＣＡ」にも参画

●地域経済分析システム（リーサス）の活用実践に向けた情報提供・助言
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｢総合戦略（～2019）｣の総仕上げ ～更なる好循環へ～




